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近
年
、中
国
で
は
唐
代
小
説
に
関
す
る
書
籍
の
刊
行
が
相
継
い
で
い
る
。

談
愷
本
『
太
平
広
記
』
影
印
本
十
二
冊
、
張
国
風
『
太
平
広
記
会
校
』

二
十
冊
、
李
剣
国
『
唐
五
代
伝
奇
集
』
六
冊
な
ど
の
大
部
の
書
の
他
、
特

定
の
主
題
や
作
品
集
ご
と
の
研
究
書
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
一
方
、

日
本
で
も
こ
の
十
年
余
り
の
間
に
唐
代
小
説
や
こ
れ
に
関
連
す
る
分
野
の

著
書
が
毎
年
の
よ
う
に
刊
行
さ
れ
、
ま
た
『
太
平
広
記
』
中
の
作
を
対
象

と
し
た
訳
注
も
雑
誌
連
載
中
の
も
の
を
含
め
る
な
ら
ば
複
数
種
を
数
え

る
。
こ
れ
を
唐
詩
に
関
す
る
研
究
書
や
訳
注
の
数
に
比
べ
る
な
ら
ば
な
お

及
ば
な
い
け
れ
ど
も
、
従
前
に
比
し
て
大
き
な
進
展
を
示
す
も
の
と
言
え

よ
う
。

　

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
既
発
表
の
論
考
二
十
篇
余
り
に
書
き
下
ろ

し
の
章
を
加
え
た
唐
代
伝
奇
小
説
に
関
す
る
専
著
で
あ
る
。
全
体
は
五
部

か
ら
な
る
。
第
Ⅰ
～
Ⅳ
部
の
本
論
は
各
部
四
章
、
計
十
六
章
を
、
第
Ⅴ
部

の
附
篇
は
関
連
す
る
論
考
や
書
評
、
計
五
章
を
収
め
る
。
巻
末
に
中
文
と

英
文
の
要
旨
が
添
え
ら
れ
、「
あ
と
が
き
」
に
初
出
誌
情
報
と
各
章
に
関

す
る
簡
明
な
コ
メ
ン
ト
が
記
さ
れ
、
本
書
を
読
む
上
で
参
考
と
な
る
。

　

以
下
、
各
部
・
各
章
の
順
に
紹
介
し
て
い
く
。

　

第
Ⅰ
部
「
伝
奇
と
説
話
」
は
唐
代
伝
奇
小
説
が
生
み
出
さ
れ
た
場
、
担

い
手
、
人
物
設
定
の
特
質
等
に
つ
い
て
論
じ
る
。
唐
代
伝
奇
に
対
す
る
著

者
の
基
本
的
な
視
点
を
示
し
、
本
書
の
総
論
に
当
た
る
。
第
一
章
「
伝
奇

作
者
の
身
分
と
立
場
」
は
個
々
の
話
柄
を
見
聞
・
伝
承
し
文
章
化
し
た
階

層
と
し
て
「
使
職
の
辟
召
に
よ
る
僚
佐
」、
と
く
に
「
従
事
」
の
役
割
に

着
目
す
る
。
従
事
が
中
央
か
ら
地
方
へ
と
任
地
を
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
人
的
交
流
の
場
を
持
ち
、
そ
こ
で
の
伝
聞
を
文
字
に
表
わ
し
、
か
つ
そ

の
社
会
的
立
場
か
ら
生
ず
る
自
身
の
感
情
や
思
索
を
作
中
に
盛
り
込
ん
だ

こ
と
が
旧
来
の
文
学
規
範
を
脱
す
る
作
品
を
生
み
出
す
要
因
と
な
っ
た
と

す
る
論
は
具
体
性
と
説
得
力
を
持
つ
。
第
二
章
「
伝
奇
と
説
話
」
で
は
「
寄

り
合
い
の
文
学
」と
い
う
概
念
を
設
定
し
、「
奇
事
」「
異
事
」以
上
に「
人
」

に
ま
つ
わ
る
奇
異
に
つ
い
て
そ
の
「
艶
麗
」
な
内
容
に
伝
奇
の
本
質
が
あ

る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
第
Ⅲ
部
の
論
考
に
繋
が
る
。
第
三
章
「
唐
伝
奇

に
お
け
る
第
三
人
物
形
象
に
つ
い
て
」
は
主
人
公
と
な
る
男
女
の
恋
愛
を

陰
に
陽
に
助
け
て
こ
れ
を
成
就
さ
せ
る
役
割
を
担
う
人
物
、
す
な
わ
ち
第

〔
書
評
〕

赤
井
益
久
著

『
唐
代
伝
奇
小
説
の
研
究
』

澤
﨑
久
和
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三
人
物
の
姿
と
役
割
を
取
り
上
げ
る
。「
鶯
鶯
伝
」
に
お
け
る
紅
娘
の
よ

う
な
役
割
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
さ
ら
に
「
李
娃
伝
」
な
ど
を

元
に
従
来
の
文
学
に
は
登
場
し
な
い
社
会
の
底
辺
に
生
き
る
様
々
な
生
業

の
人
々
の
姿
に
着
目
す
る
。
そ
の
先
に
は
、
宋
代
以
降
の
小
説
が
「
巷
間

の
人
情
や
恋
愛
」、「
英
雄
豪
傑
」
等
の
活
躍
を
描
い
て
多
く
の
読
者
を
得

る
こ
と
に
な
る
文
学
史
の
流
れ
が
見
据
え
ら
れ
て
い
る
。
第
四
章
「
伝
奇

と
筆
記
―
中
国
小
説
史
上
の
主
題
に
即
し
て
―
」
で
は
「
伝
奇
」
を
「
語

り
」
に
出
て
後
世
の
諸
宮
調
・
院
本
・
雑
劇
に
繋
が
り
、「
筆
記
」
を
文

言
に
よ
る
記
録
鈔
写
に
よ
り
筆
記
小
説
に
繋
が
る
と
す
る
。
本
論
末
尾
の

付
表
「
中
国
小
説
史
の
系
譜
」
は
先
秦
か
ら
清
に
至
る
小
説
史
の
流
れ
を

整
理
し
て
お
り
、
今
後
の
議
論
の
礎
石
と
な
ろ
う
。

　

第
Ⅱ
部
「
志
怪
の
系
譜
」
は
唐
代
小
説
が
六
朝
志
怪
の
影
響
を
受
け
つ

つ
伝
奇
と
し
て
の
特
質
を
獲
得
し
て
い
く
、
そ
の
変
化
を
跡
づ
け
る
。
第

一
章
「「
李
章
武
伝
」
管
見
」
で
は
、
胡
人
採
宝
譚
、
冥
魂
譚
の
要
素
に

六
朝
志
怪
以
来
の
特
徴
を
認
め
つ
つ
、
恋
情
の
普
遍
性
を
描
く
点
に
伝
奇

へ
の
推
移
を
見
い
だ
す
。
博
学
で
知
ら
れ
る
西
晋
の
詩
人
張
華
と
の
相
似

の
指
摘
は
従
前
に
な
い
新
見
で
あ
る
。
第
二
章
「「
謝
小
娥
伝
」
札
記
」

は
「
曹
娥
碑
」
故
事
の
影
響
や
、
江
流
復
冤
譚
、
尼
寺
縁
起
譚
と
し
て
の

性
格
に
つ
い
て
論
ず
る
。
作
者
に
し
て
作
中
人
物
で
あ
る
李
公
佐
の
描
か

れ
方
に
着
目
し
て
包
拯
を
典
型
と
す
る
宋
代
以
降
の
公
案
物
と
の
類
似
を

指
摘
す
る
の
は
、
文
学
史
上
の
位
置
づ
け
に
関
わ
る
重
要
な
観
点
と
言
え

る
。「
謝
小
娥
伝
」
と
そ
の
「
同
話
」
に
当
た
る
「
尼
妙
寂
」
と
の
詳
細

な
比
較
は
、
著
者
の
立
論
が
着
実
な
本
文
の
検
討
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
思
う
に
、「
謝
小
娥
伝
」
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

あ
る
物
語
に
つ
い
て
「
同
話
」
な
い
し
関
連
の
深
い
話
が
複
数
存
す
る
例

は
唐
代
も
後
期
に
は
目
に
付
く
よ
う
に
な
る
。「
類
話
」
の
問
題
と
共
に
、

今
後
の
研
究
課
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
章
「「
柳
毅
伝
」
演
変
」

は
中
国
南
方
の
民
間
伝
承
「
海
竜
王
的
女
児
」
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
口
頭
伝
承
に
は
文
字
文
献
か
ら
の
口
承
化
と
い
っ
た
問
題
も
考

慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
確
か
に
唐
代
小
説
に
は
土
地
と
の
結
び
つ
き

を
強
く
感
じ
さ
せ
る
作
品
が
少
な
く
な
い
。
今
後
検
討
に
値
す
る
研
究
方

法
と
言
え
よ
う
。
第
四
章
「
変
虎
譚
の
諸
相
」
は
変
身
者
が
虎
の
獣
性
と

人
間
性
の
間
の
矛
盾
に
苦
し
む
姿
が
描
か
れ
る
点
に
新
た
な
表
現
を
見
い

だ
す
。
変
虎
譚
は
志
怪
小
説
に
多
数
の
例
が
見
ら
れ
、
あ
る
特
定
の
テ
ー

マ
が
志
怪
か
ら
伝
奇
へ
と
展
開
し
て
い
く
様
子
を
検
証
す
る
の
に
格
好
の

例
と
な
る
。
こ
の
変
虎
譚
で
の
論
点
は
第
Ⅳ
部
の
論
議
に
繋
が
る
。

　

第
Ⅲ
部
「
恋
愛
物
語
」
は
唐
代
伝
奇
の
白
眉
と
言
え
る
恋
愛
譚
四
作
を

取
り
上
げ
る
。
第
一
章
「「
霍
小
玉
伝
」
校
覈
」
は
虚
構
性
と
第
三
人
物

形
象
に
注
目
し
た
論
考
。「
黄
衫
の
豪
士
」
が
冥
界
の
使
者
の
形
象
と
重

な
り
、
そ
の
行
動
が
仏
教
の
因
果
応
報
や
平
等
の
観
念
に
依
拠
す
る
こ
と
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を
小
玉
母
子
の
平
生
や
「
崇
敬
寺
」
と
い
う
舞
台
設
定
、
さ
ら
に
幾
つ
も

の
類
話
を
例
に
実
証
し
て
い
く
過
程
は
ス
リ
リ
ン
グ
で
あ
る
。
第
二
章

「「
鶯
鶯
伝
」
に
お
け
る
作
者
の
自
照
性
に
つ
い
て
」
と
第
三
章
「
玄
宗

と
楊
貴
妃
の
物
語
を
伝
え
た
「
場
」
―
「
長
恨
歌
」「
長
恨
伝
」
の
背
景
―
」

は
共
に
詩
歌
と
の
関
連
が
深
い
論
考
。
第
三
章
は
「
長
恨
歌
」
や
「
長
恨

歌
伝
」
の
成
立
の
背
景
に
楊
貴
妃
と
玄
宗
の
こ
と
を
語
る
人
々
と
そ
れ
を

詩
文
に
ま
と
め
る
人
々
が
い
た
こ
と
を
関
連
す
る
詩
文
を
丹
念
に
集
め
て

浮
か
び
上
が
ら
せ
て
お
り
、
説
得
力
が
あ
る
。
唐
代
に
お
い
て
小
説
研
究

が
詩
歌
の
研
究
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
第
四
章

「「
李
娃
伝
」
と
物
語
を
支
え
た
人
々
」
は
当
時
の
社
会
の
下
層
に
生
き

る
人
々
の
生
業
の
実
際
を
『
太
平
広
記
』
中
の
作
品
か
ら
探
索
し
た
上
で

論
ず
る
意
欲
的
な
論
考
。
も
と
娼
妓
で
あ
っ
た
李
娃
が
士
人
と
結
婚
し
、

最
後
は
「
夫
人
」
の
封
号
を
与
え
ら
れ
る
と
い
う
当
時
の
価
値
観
で
は
あ

り
得
な
い
設
定
が
可
能
と
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、「
娼
妓
李
娃
の
背
後

に
広
が
る
物
語
の
伝
承
者
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
」（
二
八
八
頁
）
と
す

る
問
題
提
起
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
明
証
が
待
た
れ
る
。

　

第
Ⅳ
部
「
唐
代
伝
奇
の
新
た
な
地
平
」
は
唐
代
伝
奇
に
お
い
て
新
た
に

生
ま
れ
た
テ
ー
マ
に
関
す
る
論
考
。
第
一
章
「「
杜
子
春
伝
」
臆
説
」
は
、

仙
人
と
な
る
理
想
を
求
め
つ
つ
挫
折
す
る
自
分
を
見
つ
め
る
目
や
、
平
凡

な
日
常
に
こ
そ
幸
福
は
あ
る
と
す
る
点
に
唐
代
伝
奇
の
新
た
な
達
成
を
認

め
る
。
従
来
「
奇
」
を
描
く
こ
と
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
た
唐
代
伝
奇
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
再
考
を
促
す
点
で
第
四
章
の
「
魚
服
記
」
と
も
繋
が
っ

て
く
る
。
第
二
章
「「
枕
中
記
」
校
弁
」
で
は
人
生
に
お
け
る
「
適
」
を

白
居
易
の
詩
に
見
え
る
「
適
」
と
比
較
す
る
。
詩
歌
と
小
説
に
跨
が
っ
て

中
唐
文
学
全
体
の
特
質
を
考
え
る
論
考
。
時
間
の
表
現
、「
枕
」
の
役
割

な
ど
、
個
別
の
検
討
も
興
味
深
い
。
な
お
、「
枕
中
記
」
と
同
じ
く
一
眠

り
の
間
に
一
生
の
浮
沈
を
経
験
す
る
「
南
柯
太
守
伝
」
と
の
異
同
に
つ
い

て
も
言
及
が
ほ
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
三
章
「
唐
伝
奇
「
崑
崙
奴
」

芻
議
」
は
崑
崙
奴
の
人
物
形
象
に
つ
い
て
先
秦
遊
俠
の
徒
や
『
荘
子
』
醜

陋
仙
翁
説
話
に
遡
っ
て
考
察
す
る
。
唐
代
伝
奇
の
新
し
さ
が
前
代
か
ら
の

継
承
性
を
有
し
つ
つ
新
た
な
人
物
形
象
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
を
証
す

る
論
考
。
第
四
章
「「
魚
服
記
」
の
主
題
」
は
題
材
を
殺
生
勧
戒
説
話
と

遊
離
魂
に
得
な
が
ら
、
主
題
を
変
身
遊
泳
に
よ
る
異
境
へ
の
到
達
願
望
と

そ
の
た
め
に
遭
遇
す
る
危
難
と
の
葛
藤
の
描
出
に
あ
る
と
す
る
。
仏
教
の

殺
生
勧
戒
を
主
題
と
す
る
類
話
と
の
相
違
に
つ
い
て
、
変
身
の
理
由
や
自

主
性
、
網
と
鉤
と
の
違
い
等
を
元
に
比
較
す
る
の
は
説
得
的
で
あ
る
。

　

第
Ⅴ
部
「
附
篇
」
の
う
ち
第
一
章
「「
七
夕
」
伝
承
に
つ
い
て
」
と
第

二
章
「
唐
詩
に
見
え
る
「
青
冢
」
を
め
ぐ
っ
て
」
は
共
に
伝
承
・
伝
説
の

研
究
に
重
要
な
資
料
と
し
て
詩
歌
を
用
い
る
。
第
二
章
で
は
史
実
の
探
求

と
は
別
の
、文
学
と
し
て
の
継
承
性
の
重
要
さ
を
指
摘
す
る
。第
三
章「
日
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本
に
お
け
る
唐
代
小
説
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
―
一
九
九
七
年
～

二
〇
〇
六
年
―
」
と
第
四
章
「
わ
が
国
に
お
け
る
唐
代
小
説
の
研
究
動
向

に
つ
い
て
―
二
〇
〇
七
年
～
二
〇
一
七
年
―
」
と
は
、
あ
わ
せ
て
こ
の

二
十
年
に
お
よ
ぶ
日
本
に
お
け
る
唐
代
小
説
研
究
を
概
観
す
る
。
第
四
章

の
末
尾
に
、
近
年
の
唐
代
小
説
研
究
の
進
展
に
も
関
わ
ら
ず
な
お
先
行
す

る
唐
詩
研
究
に
は
及
ば
な
い
理
由
に
つ
い
て
、「
小
説
の
持
つ
多
岐
に
わ

た
る
構
成
要
素
の
複
雑
性
と
関
連
諸
領
域
と
の
協
力
が
求
め
ら
れ
る
多
様

性
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
」（
四
五
八
頁
）
と
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
困
難
に
立
ち
向
か
っ
た
研
究
の
例
と
し
て
第
五
章
「
岡
田
充
博
著
『
唐

代
小
説
「
板
橋
三
娘
子
」
考
』
書
評
」
は
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。

　

以
上
、
本
書
は
第
Ⅰ
部
の
総
論
に
続
い
て
第
Ⅱ
～
Ⅳ
部
を
唐
代
伝
奇

十
二
作
に
関
す
る
個
別
の
論
考
に
当
て
る
。
こ
の
十
二
作
に
唐
代
伝
奇
の

主
要
な
作
は
ほ
ぼ
含
ま
れ
る
。
従
来
の
研
究
書
に
こ
れ
だ
け
多
数
の
主
要

作
を
各
話
に
ふ
さ
わ
し
い
論
点
を
設
定
し
て
論
じ
、
か
つ
唐
以
前
か
ら
以

後
に
わ
た
る
史
的
展
開
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の

点
に
ま
ず
本
書
の
意
義
が
あ
る
。以
下
、注
目
す
べ
き
点
に
つ
い
て
記
す
。

　

第
一
に
、
唐
代
伝
奇
の
担
い
手
と
し
て
「
従
事
」
の
存
在
に
着
目
し
た

こ
と
。
担
い
手
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
社

会
的
階
層
を
問
う
の
は
も
と
よ
り
文
学
と
の
関
わ
り
に
よ
る
。
唐
代
は
前

代
に
比
し
て
士
人
の
流
動
性
が
活
動
地
域
に
お
い
て
も
身
分
に
お
い
て
も

格
段
に
増
し
た
時
代
で
あ
る
が
、
様
々
な
場
に
お
け
る
種
々
の
階
層
と
の

接
触
に
よ
り
、
物
語
を
見
聞
し
伝
承
す
る
媒
介
者
の
役
割
を
担
い
、
か
つ

こ
れ
を
文
章
化
す
る
能
力
を
有
す
る
士
人
と
し
て
「
従
事
」
を
見
い
だ
し

た
の
は
優
れ
た
観
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
唐
詩
に
お
い
て
中
唐
以
降
に

新
た
な
詩
風
を
生
み
出
し
た
階
層
の
問
題
と
も
重
な
る
。

　

次
に
、
第
三
人
物
形
象
へ
の
着
目
。
人
物
形
象
の
解
明
は
小
説
研
究
の

王
道
と
も
い
え
る
。
唐
代
伝
奇
に
男
女
の
主
人
公
以
外
に
魅
力
有
る
人
物

が
登
場
す
る
こ
と
は
六
朝
志
怪
と
の
大
き
な
相
違
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ゆ

え
宋
代
以
降
の
文
学
の
藍
本
と
も
な
り
得
た
。
こ
と
に
「
李
娃
伝
」
や
「
崑

崙
奴
」な
ど
、社
会
の
底
辺
層
や
外
縁
部
に
属
す
る
人
々
を
も
取
り
上
げ
、

そ
の
姿
を
同
時
代
の
文
献
中
か
ら
丹
念
に
収
集
し
て
作
品
読
解
に
用
い
た

点
は
従
来
の
研
究
を
前
進
さ
せ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

第
三
に
、
唐
代
伝
奇
の
重
要
な
主
題
の
一
つ
を
、
理
想
の
追
求
と
危
難

の
出
現
と
の
間
に
揺
れ
動
き
葛
藤
す
る
自
己
を
見
つ
め
る
主
人
公
の
描
出

と
い
う
点
に
見
い
だ
し
た
こ
と
。
こ
れ
は
「
杜
子
春
伝
」「
枕
中
記
」「
魚

服
記
」
や
変
虎
譚
に
関
す
る
論
に
見
ら
れ
る
が
、
思
い
の
ほ
か
に
各
話
の

先
行
研
究
と
は
異
な
っ
た
観
点
で
あ
る
。「
魚
服
記
」
の
末
尾
に
、
現
世

に
蘇
生
し
た
薛
偉
は
病
気
平
癒
の
の
ち
華
陽
の
丞
に
昇
進
し
て
卒
し
た
と

あ
る
。
右
の
観
点
を
元
に
こ
れ
ら
各
話
を
再
読
す
る
な
ら
ば
、
薛
偉
は
蘇
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生
後
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
い
て
人
生
を
歩
ん
だ
の
か
、
杜
子
春
や
盧
生

の
そ
の
後
と
同
様
に
、
物
語
が
終
わ
っ
て
後
の
主
人
公
の
行
方
に
つ
い
て

読
者
に
深
く
考
え
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　

第
四
に
、
詩
歌
研
究
と
の
関
連
を
積
極
的
に
視
野
に
入
れ
た
こ
と
。
著

者
自
身
、
本
書
の
「
ま
え
が
き
」
に
中
国
古
典
の
詩
歌
研
究
、
小
説
研
究

共
に
有
意
義
な
視
点
と
し
て
、（
１
）
文
学
の
規
範
性
、（
２
）
文
学
の
担

い
手
、（
３
）
文
学
に
お
け
る
影
響
関
係
の
三
点
を
挙
げ
る
。
思
う
に
、

文
学
規
範
の
変
容
は
作
品
の
担
い
手
の
変
化
に
拠
り
、
そ
の
担
い
手
は
著

者
の
言
う
「
寄
り
合
い
」
や
「
座
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
士
人
間
の
影

響
関
係
の
中
で
創
作
す
る
。
三
者
は
相
互
に
密
接
に
関
係
す
る
。「
寄
り

合
い
」
は
主
に
小
説
に
、「
座
」
は
詩
歌
に
関
わ
る
が
、
小
説
と
詩
歌
と

を
共
に
視
野
に
入
れ
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
著

者
に
は
本
書
に
先
立
っ
て
中
唐
詩
に
関
す
る
専
著
、『
中
唐
詩
壇
の
研
究
』

（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
詩
歌
と
の
関
連
に

注
意
が
向
け
ら
れ
る
の
は
理
由
の
あ
る
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

最
後
に
、
今
後
の
唐
代
小
説
研
究
の
課
題
に
関
わ
っ
て
二
点
を
記
す
。

　

そ
の
一
、
唐
代
小
説
の
作
品
数
は
志
怪
に
類
す
る
作
も
含
め
、
き
わ
め

て
多
数
に
の
ぼ
る
。
そ
の
後
世
の
文
学
に
対
す
る
影
響
の
濃
淡
も
様
々
で

あ
る
。
李
剣
国
氏
の
一
連
の
著
作
は
こ
れ
ら
多
数
の
作
に
も
等
し
く
基
礎

的
検
討
を
加
え
て
き
わ
め
て
有
益
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
個
々
の
作
品
内

容
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
た
検
討
を
な
す
も
の
で
は
な
い
。
日
本
で
は
溝
部

良
恵
氏
が
唐
代
小
説
の
最
盛
期
と
さ
れ
る
中
唐
期
以
前
の
作
に
つ
い
て
鋭

意
研
究
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
中
唐
晩
唐
期
の
必
ず
し
も
著
名
で
は
な
い

作
に
つ
い
て
も
視
野
に
入
れ
、
個
々
の
作
品
と
そ
れ
が
本
来
収
載
さ
れ
て

い
た
作
品
集
と
の
両
方
面
か
ら
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
二
、
唐
代
小
説
は
李
剣
国
氏
の
言
う
「
興
盛
後
期
」
か
ら
「
低
落

期
」
に
な
る
と
書
物
の
上
で
の
摂
取
・
継
承
関
係
が
想
定
さ
れ
る
作
が
目

に
付
く
よ
う
に
な
る
。
文
章
表
現
に
意
匠
を
凝
ら
す
裴
鉶
『
伝
奇
』
所
収

の
作
の
一
部
は
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。
本
書
が
取
り
上
げ
る
唐
代
伝
奇
の
代

表
作
は
こ
れ
に
先
立
つ
「
興
盛
前
期
」
の
作
が
割
合
と
し
て
は
多
く
、
ま

た
そ
こ
に
こ
そ
口
頭
伝
承
と
の
繋
が
り
や
旧
来
の
規
範
を
脱
し
た
文
学
と

し
て
の
活
力
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
唐
代
小
説
の
全
貌
を
う
か

が
う
に
は
先
に
記
し
た
作
を
も
含
め
た
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
今
後
の
こ
と
と
し
て
二
点
を
記
し
た
が
、
実
は
こ
の
二
点
共
に

唐
代
伝
奇
小
説
の
精
華
と
見
な
し
う
る
多
数
の
作
を
中
心
に
検
討
し
た
本

書
の
研
究
が
何
よ
り
そ
の
基
礎
と
な
る
。
中
心
部
の
研
究
無
く
し
て
周
縁

部
な
い
し
全
体
像
の
研
究
に
は
進
展
し
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
本
書

は
今
後
の
唐
代
小
説
研
究
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
思
わ
れ
る
。
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